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第１回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第１問 問３ 「３」

正解率 47.7％
SS70～75 95.3％
SS65～70 89.0％
SS60～65 78.1％
SS55～60 65.2％
SS50～55   51.7%

第１問 問３ 「３」日本史B

史料と時代背景を関連づけて考察する問題で、各学力層で差がついた

202２年度第１回ベネッセ・駿台
大学入学共通テスト模試
「日本史B」
受験者数： 118,319人
平均点： 48.4点
標準偏差： 16.7

【出典】 問題・集計結果データともに、202２年度「第１回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」より。
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実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第１問の問３は、奥州藤原氏の任官をめぐる上級貴族と平氏双方の思惑を、史
料と年表を通して対比的に把握する問題で、各学力層で差がつきました。

ある上級貴族が記した日記中の「夷狄」「天下の恥」などのことばから、その人物
が奥州藤原氏をどのようにとらえているのかを判断するとともに、年表からその日
記の背景にある歴史事象について考える力が求められました。

本問では、史料の読解と知識が求められますが、年表中の出来事が治承・寿永
の乱に関係するものであると判断できるかで差がついたと考えられます。

史料から情報を読み取る力に加えて、教科書で学習した知識を確実に習得して
おくことが求められます。これからの２か月では、表やグラフなどさまざまな資料
を用いた問題演習を重ねるとともに、問題演習を通して知識事項を確実に習得
することが大切です。知識を習得する際には、個別の事象を暗記するのではなく、
前後関係も踏まえた流れを理解することで、効果的に習得することができます。

共通テストでは、さまざまな資料から情報を抽出し考察する出題が予想されます。
限られた時間のなかで情報を整理し、確かな知識をもとに解答する練習を重ね
るようにしましょう。

結 果 分 析

指導の ご提案

実戦形式の類題演習のご提案ページへ
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https://www.learn-s.co.jp/com/pdf/pg/info/221028/221028jh2.pdf

